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くまもとにあるどうしょくぶつえんは、わたしもいったことのある大すきな

ばしょです。 

くまもとじしんがあったとき、どうぶつえんでは、水がでなくなったそうで

す。しいくいんさんたちは、まい日、水をくみにいきました。わたしは、しい

くいんさんがどうぶつたちをもっと大きくしてやりたい、子どもたちがどうぶ

つえんをもっとすきになってほしいとおもって、いっぱいがんばったんだなと

おもいました。 

そして、しいくいんさんたちは、『ふれあいどうぶつえん』をはじめました。

しいくいんさんたちは、大へんなのに、子どもたちみんなのためにやっている

から、やさしくていいなとおもいました。子どもたちが、どうぶつをさわった

り、だいたりして、えがおになりました。子どもたちからの手がみをよんで、

しいくいんさんはとてもうれしくなったのをしって、わたしもうれしくなりま

した。 しいくいんさんが、みんなのためにはたらくことで、みんなもえがお

になるし、しいくいんさんも、えがおになるんだなとおもいました。 

ことしのなつやすみに、かみあまくさでは大雨がふりました。わたしのいえ

は、だいじょうぶだったけれど、お父さんから、 

「アロマがたいへんなことになっている。」 

とききました。しゃしんを見ると、よくあそびにいっていた『そうごうセンタ

ーアロマ』がプールのように水びたしになっていました。大すきなばしょが、

どろ水でよごれてしまっていて、むねがいたくなりました。そして、お父さん

が、 

「なにかできることはないかな。」 

とはなしていました。わたしも、まわりの人のためにうごくことができるよう

な人になりたいとおもいました。大せつなばしょである『アロマ』が早くもと

にもどれるようにねがってます。 
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